
 校 内 緊 急 救 急 体 制 

 

                                                  

                               症状の確認 

                             （意識･心拍･呼吸･出血等）  

（連絡を受けた教職員） 救急処置  蘇生等の応急手当  

                               加害行為の制止 

                                周囲の児童への対応 

 

 

 

校長：総合的判断と処理    救急処置と判断     家庭連絡     救急車・医療機関への連絡 

教頭：教職員への指導・指揮                       他の児童の指導 

 

 

 

 

 

 

※ 大出血･呼吸停止･意識障害･服毒･転落事故等重症なものは、速やかに救急車を要請する。 

 （水の事故の場合は、その場に居合わせた職員が人口呼吸を行うとともに、救急車の手配を速

やかに行う。） 

関わった教職員は、分刻みの記録をとっておき、医師に報告できるようにしておく。 

 

※ 早退させる場合は、担任に報告してから、担任又は養護教諭が保護者へ連絡する。 

（連絡がつかない場合は、連絡がつくまで帰さず、保健室で休ませる。） 

 養護教諭不在時は、怪我･病気の程度により教師の判断によって自宅送還又は医師受診させる。 

 

 

救急車の呼び方と到着までに行うこと 

 

   １１９番  『救急車をお願いします。』 

                          【救急車が来るまでにすること】 

① 学校名（こちらは、春野西小学校です）       ① 必要な手当てをする 

② 住所（高知市春野町弘岡中２５０１です。）     ② 救急車に連絡した電話はあけておく 

③ 学校の場所と目標                 ③ 病院に行く準備 

④ 電話をかけた人の名前               （家族に連絡、希望病院を聞く、保険 

⑤ 事故の状況と人数（詳しく）             証など） 

⑥ 運動場か教室か 

⑦ 学校の入り口付近でサイレンを止めてもらう 

        

     外で一人が救急車の誘導にあたる          【救急車が到着したら】  

① 患者の様態と行った処置を伝える 

② 希望する病院があれば伝える       

☆救急車には事故の状況をよく把握して

いるものが同乗する。   
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養護教諭 担任  職員室の教職員 
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